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Anterior Referencing 手術手技 INTRO

はじめに

人工膝関節置換術の成功の要因は、正常な下肢アライメントの再建、適
切なインプラントデザイン、確実なインプラント固定、適切な軟部組織
のバランシングなどがあります。Persona™ 人工膝関節システムは、
シンプルな手術手技で、適切なアライメントが得られるように設計
されました。

本手術手技は、股関節、膝関節、足関節の中心が一直線に並ぶよう
に下肢アライメントを再建することを目的としています。大腿骨コ
ンポーネントおよび脛骨コンポーネントは、荷重軸に対して垂直に
設置します。後方顆部、上顆軸、Whitesideラインを基準として大
腿骨コンポーネントの回旋を決めます。本手術器械は、正確な骨切
除、確実なコンポーネントの固定が得られるように開発されまし
た。

Persona™ 人工膝関節システムでは、各コンポーネントのサイズ、
形状および拘束力のバリエーションが多いため、適切なコンポーネ
ントの選択や軟部組織のバランシングを可能とします。大腿骨、脛
骨、および膝蓋骨は別々に骨切りしますが、人工関節置換のために
十分な骨量を切除する、という原則を守れば切除の順番は問いませ
ん。ケースによっては骨切後に追加切除が必要になることがありま
す。大腿骨前方を基準とした手技では、大腿骨コンポーネントの
A/P位置を決めるため前方皮質骨を参照します。前方基準では、後
方顆部の切除量はサイズによって変わります。

拘束力のオプション

脛骨インサートの拘束力の程度を選択できます。後十字靭帯（PCL）
が損傷を受けていない場合、後十字靭帯温存型（CR）大腿骨トライ
アルやコンポーネントを使用することができます。

また、PCLが機能不全で切除した場合、ウルトラコングルエント
（UC）サーフェイストライアルやコンポーネントと併用するのであ
れば、CR大腿骨トライアルやコンポーネントを使用することがで
きます。

さらに、PCLが機能不全で切除した場合は、後方安定型（PS）大腿
骨トライアルやコンポーネントと、PS関節面サーフェイスのトラ
イアルやコンポーネントを併用して使用することができます。
PS大腿骨コンポーネントはCR関節面サーフェイスと、CR大腿骨
コンポーネントはPS関節面サーフェイスと併用することはできま
せん。

変形の程度、靭帯の安定性、骨質に応じて、次のような場合にPS
またはウルトラコングルエント（UC）インプラントを使用すること
ができます。医師は、より拘束力の高いインプラント／システムま
たは再置換インプラント／システムが必要かどうか評価します。

1.著しい外反変形症例–PCLおよび外側の軟部組織の解離が必要
2.高位脛骨骨切り後の症例–外側軟部組織やPCLの解離が必要
3.膝蓋骨切除術を伴う症例– PCLが機能不全または欠損している
4.多くの再置換症例– PCLが機能不全または欠損している

注：PCLが温存されている場合には、ウルトラコングルエントイ
ンサートおよび従来の後方安定型コンポーネントを使用しない
でください。

禁忌、警告、使用上の注意、副作用などの詳しい製品情報について
は添付文書を参照してください。

術前計画

立位による下肢の前後方向および側方からのX線写真、および膝屈
曲45°の膝蓋骨のX線写真を入手します。大腿骨遠位部の切除は髄
腔の髄内ロッドを基準にして行いますが、大腿骨形状を把握するた
め、大腿骨全体を観察できるようにします。

解剖軸と荷重軸の間の角度を測定し、この角度を術中に再現します。
この手術手技により、大腿骨遠位部を荷重軸と垂直に切除します。
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磁石の使用

警告：Persona™手術器械の一部には磁石が含まれます。
Persona™磁気器具すべてが、患者の埋め込み型医療機器
（ペースメーカー等）から安全な距離を保つようにしてくだ
さい。これらの機器は磁石により悪影響を受けるおそれが
あります。

記号

記号には、次のようなものがあります。
• 左
• 右
• 内反／外反
• 内側／外側
• 標準
• インプラント禁止–インプラント用ではありません
• ロック
• アンロック
• 前方基準
• 打ち込み禁止
• セメント固定
• ステム付
• 挿入専用

スクリューについて

Personaシステムに使用できるピンとスクリューは以下になりま
す。本ピンとスクリューを使用する場合には、取り外してから閉創
してください。これらのピンとスクリューはインプラントできませ
ん。

左 右 内側/外側

M/L

標準

Std
ロック

アンロック

インプラント禁止-
インプラント用ではありません

打ち込み禁止

内反/外反

挿入専用セメント固定 ステム付

前方基準

注意：スクリューピンを皮質骨に使用するとスクリューヘッドを損傷する可能性が高くなりますので、皮質骨には
使用しないでください。

スクリュー /ピン 製品名 /カタログ番号 滅菌 1パックの本数 単回使用 ドライバー

25mm x 2.5mm
スクリュー

42-5099-025-25
滅菌 2 単回

Persona2.5mmドライバー
42-5099-025-00

3.2mm x 75mm
ドリルピン

00-5901-020-00

滅菌

4

単回

スクリューピンドライバー
00-5901-021-00

33mm x2.5mm
スクリュー

00-5901-035-33
2



5

Anterior Referencing 手術手技
Table

of
contents

目次

SECTION １：大腿骨の遠位部切除 6

SECTION ２：脛骨の近位部切除 12

SECTION ３：大腿骨のサイジングと外旋の設定 20

SECTION ４：大腿骨のA/P切除とシャンファー切除 22

SECTION ５：脛骨のサイジングと回旋の設定 24

SECTION ６：脛骨のドリルとブローチング 25

SECTION ７：膝蓋骨の準備 28

SECTION ８：CR大腿骨の仕上げとトライアル 31

SECTION ９：PS大腿骨の仕上げとトライアル 33

SECTION 10：仮整復の実施 /関節面 38

SECTION 11：脛骨関節面サーフェイストライアル（TASP）の組立て 39

SECTION 12：コンポーネントの挿入 43

SECTION 13：閉創 47

SECTION 14：互換表 48



6

大腿骨遠位部の切除

可変式アライメントガイドの組立

モジュラーハンドルのレバーを引き、モジュラーハンドルの側面の
線に沿って IMロッドを挿入します（図1）。

可変式アライメントガイドのボタンを押しながらダイアルを回転さ
せ、計画した左右の外反角0°から9°に合わせます（図2）。

可変式アライメントガイドのロッキングノブをロック解除（反時計
回り）解除方向へ強く回しすぎるとロッキングノブが動かなくなり
ますので注意してください。

可変式アライメントガイドに IMロッドを挿入します。

注意：IMロッドの二重線、注意マークより深く IMロッドを挿入す
ると、IMロッドがモジュラーハンドルから外れる可能性が
あります（図3）。

オプション器械で遠位端を骨切りする場合は付録を参照ください。

可変式リセクションタワーのダイアルを回転し、大腿骨遠位部骨切
の骨切量を設定します（図4）。骨切量“0”は、大腿骨遠位部骨切量
10mmを意味します。骨切量の調整は1mm単位で10mmから14mm
まで設定可能です。

手技のヒント 1.A

モジュラーハンドルの先端に IMロッドを挿入することもできます。

大腿骨の遠位部切除
SECTION

1

図1

図2

図3

図4

インスツルメント

1.引く

2.挿入

2.回転

1.押す

注意マーク

回転

骨切量“0”

Persona
可変式

リセクションタワー

42-5099-008-00

Persona
可変式

アライメントガイド

42-5099-004-00

Persona
モジュラーハンドル

42-5099-014-00

Persona
8mmフェモラル

IMロッド

42-5099-002-00
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可変式リセクションタワーを可変式アライメントガイドに挿入しま
す。

可変式リセクションタワーのロックレバーをアンロックポジション
に倒し、ディスタルカットガイドを挿入します（図5a）。

可変式リセクションタワーのロックレバーを垂直方向に起こし

てロックポジションにします（図5b）。

大腿骨の遠位部切除 1
SECTION

図5a

図5b

Persona 
0°ディスタルカット

ガイド

42-5099-010-00

2.挿入 1.ロック解除

ロック

Persona
可変式

リセクションタワー

42-5099-008-00

Persona
可変式

アライメントガイド

42-5099-004-00

Persona
モジュラーハンドル

42-5099-014-00

Persona
8mmフェモラル

IMロッド

42-5099-002-00
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大腿骨の遠位部切除
SECTION

1

大腿骨アライメントの設定

8mm IMステップドリルを使用してスターターホールを作成します
（図6）。髄腔内を吸引します。

術前計画した解剖軸を再現できるように IMロッドを大腿骨に挿入
します。

可変式アライメントガイドを大腿骨遠位部に接触させ、溝の線を上
顆軸に合わせます（図7a）。

可変式アライメントガイドのノブを時計周りに回転させ IMロッド
に固定します（図7b）。

注意：可変式アライメントガイドの回旋は正確な遠位部骨切に重要
であり、計画した外反角を再現します。この時点では、大腿
骨コンポーネントの回旋位置は決定されません。

追加的な固定が必要な場合は、可変式アライメントガイドの内外側
のピンを打ち込むことができます（図8）。

インスツルメント

8mm
IMステップドリル

00-5978-014-00

Persona 
0°ディスタルカット

ガイド

42-5099-010-00

Persona
可変式

リセクションタワー

42-5099-008-00

Persona
可変式

アライメントガイド

42-5099-004-00

Persona
モジュラーハンドル

42-5099-014-00

Persona
8mmフェモラル

IMロッド

42-5099-002-00

図6

図8

図7a 図7b
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大腿骨の遠位部切除 1
SECTION

大腿骨の遠位部切除

可変式アライメントガイドの左右、外反角の設定が正しいことを確
認します。

手技のヒント 1.B

可変式リセクションタワーのダイアルを‘カチッ’となるまで時計
周りに回し、「0」のダイアル表示で、骨切深さを示すスケールも
「0」であることを確認します（図9）。

手技のヒント 1.C

大腿骨の機能軸を確認するため、ロッドアダプターをディスタル
カットガイドの大きい穴に挿入し、アライメントロッドをロッド
アダプターに挿入します（図10）。

図9

Persona 
0°ディスタルカット

ガイド

42-5099-010-00

Persona
可変式

リセクションタワー

42-5099-008-00

Persona
可変式

アライメントガイド

42-5099-004-00

Persona
モジュラーハンドル

42-5099-014-00

Persona
8mmフェモラル

IMロッド

42-5099-002-00

ダイアルを回転させる

骨切深さスケール

‘カチッ’

図10

Persona
ロッドアダプター

42-5399-006-00

カプラー付き
アライメントロッド

00-5785-080-00
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大腿骨の遠位部切除
SECTION

1

ディスタルカットガイド前面の「0」と表示されているピンホールに
ドリルピンを2本挿入します（図11）。

可変式リセクションタワーの固定レバーを倒し、ディスタルカット
ガイドとの固定を解除します。IMロッドと可変式アライメントガ
イドおよびタワーを外します（図12）。

注意：可変式アライメントガイドの内外側のピンを打ち込んでいる
場合は、IMロッドを抜いた後、マルチピンプラーでピンを
抜きます。

1.レバーを倒す

2.引き抜く

図11

図12

手技のヒント 1.D

「-2」、「+2」および「+4」の表示のあるピンホールにディスタルカットガ
イドを移動することで、2mm単位の骨切の調整が可能です。ディス
タルカットガイドに表示されている数字は、最初に設定した遠位部
切除量を基準とした骨切除量を表します。

インスツルメント

Persona 
0°ディスタルカット

ガイド

42-5099-010-00

Persona
可変式

リセクションタワー

42-5099-008-00

Persona
可変式

アライメントガイド

42-5099-004-00

Persona
モジュラーハンドル

42-5099-014-00

Persona
8mmフェモラル

IMロッド

42-5099-002-00

3.2mm x 75mm
ドリルピン

00-5901-020-00

ピン/スクリュー
インサーター

00-5901-021-00



マルチピンプラー

00-5901-022-00
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大腿骨の遠位部切除 1
SECTION

リセクションガイドをディスタルカットガイドのスロットに挿入し
骨切量を確認します。

ディスタルカットガイドの斜めホールにドリルピンを1本もしくは
2本挿入します（図13）。

1.27mm（0.050インチ）のオシレーターブレードを使用してディス
タルカットガイドのカッティングスロットから大腿骨遠位部を切除
します。

注意：脛骨カットガイドの上面を用いて大腿骨遠位部切除の平坦度
を確認することができます。必要に応じて、完全に平坦とな
るように大腿骨遠位部の骨切を修正します。これはこの後の
ガイドの装着やインプラントの固定を得るために重要です。

切除完了後、ドリルピンおよびディスタルカットガイドを取り外し
ます。

オプション手技

ディスタルカットガイドのスロットでなく遠位面を使用して骨切
をすることもできます（図14a）。ディスタルカットガイドの遠位面
はスロットの4mm遠位に位置します。従って、標準的な骨切に上
端面を使用して実施する場合、「0」の印のついたホールから「+4」の
印のついたホールにディスタルカットガイドを移動して使用します
（図14b）。

図13

図14a

図14b

リセクションガイド

00-5977-084-00

Persona 
0°ディスタルカット

ガイド

42-5099-010-00

3.2mm x 75mm
ドリルピン

00-5901-020-00

ピン/スクリュー
インサーター

00-5901-021-00
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インスツルメント

図15

図16

脛骨の近位部切除
SECTION

2

Persona
EM ディスタル
ロッド

42-5399-002-00

Persona
EMアンクル
クランプ

42-5399-003-00

Persona
脛骨カットガイド
レフト3°

42-5399-051-03

Persona
脛骨カットガイド
レフト7°

42-5399-051-07

Persona
EM プロキシマル
チューブ

42-5399-001-00

脛骨の近位部切除

EMアライメントガイドの組立て

EMディスタルロッドのボタンを押しながら、EMアンクルクラン
プをEMディスタルロッドに挿入します。EMプロキシマルチュー
ブのボタンを押しながら、EMディスタルロッドをEMプロキシマ
ルチューブに挿入します（図15）。

EMプロキシマルチューブに脛骨カットガイドを取りつけます（図
16）。
1.EMプロキシマルチューブのレバーを上げます。
2.脛骨カットガイドをEMプロキシマルチューブの近位先端のコー
ン下に滑り込ませます。

3.EMプロキシマルチューブのレバーを下げ、脛骨カットガイドを
ロックします。

1.ボタンを押す
2.挿入

5.挿入

1.レバーを上げる

２.滑り込ませる

3.ボタンを離す

6.ボタンを
    離す

4.ボタンを
    押す

3.レバーを下げる
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図17

図18

脛骨の近位部切除 2
SECTION

図17の3つのボタンは内外反、後方傾斜、骨切高さの調整に使用し
ます。骨切高さはボタンで大きな調整、ダイアルで細かい調整をす
ることが可能です。

ダイアルを完全に一回転させると4mmの高さに、1/4回転で1mm
の高さ調整となります（図18）。ダイアルを時計周りに回転させる
ことで脛骨カットガイドを短く、反時計周りに回転させることで脛
骨カットガイドを長くすることができます。

本システムでは、左足用、右足用の2種類、かつ7°と3°の後方傾
斜、合計4種類の脛骨カットガイドを選択できます。

手技のヒント 2.A

PSコンポーネントには3°、CRコンポーネントには7°の後方傾
斜の脛骨カットガイドを使用することをお勧めします。ウルトラ
コングルエントサーフェイスを使用するのであれば、脛骨の後方
傾斜は5～ 7°がお勧めです。PCLを切除すると、一般的に伸展
ギャップよりも屈曲ギャップのほうが大きくなるため、ウルトラ
コングルエントサーフェイス用の後方傾斜を少なくすることによ
り、屈曲ギャップと伸展ギャップの差が小さくなります。

骨切高さ調節

内外反調節

後方傾斜調節

Persona
脛骨カットガイド
ライト7°

42-5399-052-07

Persona
脛骨カットガイド
ライト3°

  
42-5399-052-03

短くする

時計周り

反時計回り

長くする
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手技のヒント 2.B

脛骨にピンを打ち込む時は、後方皮質骨を貫通しないように注意が
必要です。

脛骨の近位部切除
SECTION

2

アライメントガイドの位置決め

脛骨関節面の術野を得るため、脛骨を前方に引きだします。その際
に、後方の神経血管を損傷しないよう注意してレトラクターを掛け
る必要があります。膝蓋骨を外側にレトラクトします。脛骨アライ
メントガイドを脛骨とほぼ同じ長さに合わせ、くるぶしの近位に
EMアンクルクランプのスプリングアームを設置します。脛骨カッ
トガイドの垂直スロットを脛骨粗面の内側1/3に合わせます。

脛骨カットガイドを計画した高さ付近に置き、12mmの垂直スロッ
トにドリルピンを打ち込みます（図19a）。脛骨カットガイドの上面
の線を回旋および内外側位置の指標として使用することができます
（図19b）。

注意：垂直スロットに打ち込んだドリルピンは脛骨カットガイドを
+2または+4mmホールに変更する場合、抜去する必要があ
ります。

脛骨アライメントガイドが脛骨の機能軸と平行になるように調整
します（図20a）。脛骨の機能軸は、多くの場合、脛骨粗面の中央に
対して内側に位置し、更に脛骨顆間隆起の中央に位置しています。
EMディスタルロッドの遠位端は、内果と外果の中点より約5～
10mm内側に位置します。EMディスタルロッドの遠位端にある内
外反調整レール上に5ｍｍ刻みの線があり、内外反の調整に使用す
ることができます（図20b）。十分な術野で骨上の指標を確認するこ
とは正確な骨切に必要です。

矢状面において脛骨陵は脛骨機能軸より、やや前傾しているため
EMアライメントガイドを脛骨陵にやや後傾となるように調整しま
す。3.2mmドリルもしくは3.2mmドリルピンを脛骨カットガイド
のスロットにあるピン穴に挿入し骨切の後方傾斜の程度を確認する
ことができます。必要であれば、脛骨の後方傾斜を調整します（図
21）。矢状面のアライメントを調整後、再度、冠状面のアライメン
トを確認します。

5mm

AP Axis

図19a 図19b

図20a 図20b

図21

インスツルメント

3.2mm x 75mm
ドリルピン

00-5901-020-00

ピン/スクリュー
インサーター

00-5901-021-00

3.2mmドリル

00-5120-085-00

Persona
EM ディスタル
ロッド

42-5399-002-00

Persona
EMアンクル
クランプ

42-5399-003-00

Persona
EM プロキシマル
チューブ

42-5399-001-00

Persona
脛骨カットガイド
ライト7°

42-5399-052-07
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手技のヒント 2.D

脛骨の骨切に骨切ガイドのスロットでなく、上端面を使用する場合は、
後記のオプション手技を参照ください（17ページオプション手技）。

手技のヒント 2.C

正確に骨切レベルを評価するためスタイラスの先端は垂直ポジ
ションで使用されなければなりません。スタイラスを回し、正しい
垂直ポジションにセットされると、カチッと音がします。
注意：スタイラスが正しい垂直ポジションで使用されない場合は、

過度な骨切となる恐れがあります。

脛骨の近位部切除 2
SECTION

切除レベルの設定

脛骨デプススタイラスのそれぞれの先端は、異なる高さを示してい
ます。2mmの先端は、切除を最小限にするため欠損のある脛骨顆
からの高さをチェックするために使用します。10mmの先端は、解
剖学的な切除のため損傷の最も少ない脛骨顆からの高さをチェック
するために使用します。

スタイラスのレバーを押しながら脛骨カットガイド先端の穴に挿入
します（図22）。スタイラスの先端が適正な位置を指すように調整
します。

スタイラスの2mmの先端は欠損側に使用します（図23）。脛骨カッ
トガイドのスロットカットにより、スタイラス先端下にある骨を
2mm除去することができます。
または、スタイラスの10mmの先端を最も損傷の少ない顆部の軟骨
の上に置きます（図24）。これにより、最も薄い脛骨コンポーネン
トを置換するのと同じ量の脛骨の骨切ができます。通常、この2つ
の手技は同時に行いません。このため、医師は患者の年齢や骨質に
基づいて適切な切除レベルを決定してください。EMプロキシマル
チューブのダイアルを調整して脛骨カットガイドを目的の高さに合
わせます。

2.挿入

1.ボタンを押す

3.ボタンを離す

Persona
脛骨スタイラス
デプス2/10mm

42-5399-005-00

Persona
脛骨カットガイド
ライト7°

42-5399-052-07

図24

図23

図22
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脛骨の近位部切除
SECTION

2

Persona
ロッドアダプター

42-5399-006-00

Persona
脛骨スタイラス

2/10mm

42-5399-005-00

3.2mm x 75mm
ドリルピン

00-5901-020-00

ピン/スクリュー
インサーター

00-5901-021-00

カプラー付き
アライメントロッド

00-5785-080-00

Persona
脛骨カットガイド
ライト7°

42-5399-052-07

リセクションガイドを脛骨カットガイドのスロットに挿入し骨切レ
ベル、後方傾斜を確認します（図25）。3.2mmドリルピンを脛骨カッ
トガイドの「0」の印のついたホールに挿入します。脛骨カットガイ
ドと脛骨の間に軟部組織が介在していないか確認します。

2つめのピンを「0」の印のついた別のホールに挿入します（図26）。
脛骨スタイラスのレバーを押しながらスタイラスを取り除きます。

アライメントを確認するため、ロッドアダプターを脛骨カットガイ
ドに挿入し、カプラー付きアライメントロッドをロッドアダプター
に挿入します（図27）。

図25

図27

図26

インスツルメント

リセクションガイド

00-5977-084-00



1. レバーを上げる

2. 取手前に引く

ロックピンマーク

3.2mm x 75mm
ドリルピン

00-5901-020-00

ピン/スクリュー
インサーター

00-5901-021-00

マルチピンプラー

00-5901-022-00

Persona
脛骨カットガイド
ライト7°

42-5399-052-07 17

脛骨の近位部切除 2
SECTION

脛骨の近位部切除

切除中の固定のために、EMアライメントガイドを残すこともでき
ます。EMプロキシマルチューブのレバーを上げ、EMアライメン
トガイドを手前に引くことにより、脛骨カットガイドからEMアラ
イメントガイドを取り外すことができます（図28）。「+2」および「+4」
の印のついたホールを使用して2mm毎の骨切量を追加することが
できます。脛骨カットガイドに表示されている印はmm単位で、追
加骨切除量は、脛骨デプススタイラスで設定した標準的な脛骨切除
量が基準となります。2ｍｍの追加骨切のため脛骨カットガイドを
調整する場合は、12ｍｍ垂直スロットに打ち込んだピンまたはス
クリューを抜きます。

骨切レベルを決定後、3つ目のピンまたはスクリューを脛骨カット
ガイドのロックピンマークの斜めのホールに挿入し、さらにガイド
を安定させることができます（図29a、b）。

オプション手技

脛骨カットガイドのスロットではなく上端面を使用して骨切をす
ることもできます。脛骨カットガイドの上端面はスロットの4mm
近位に位置します（図30）。従って、標準的な骨切に上端面を使用
して実施する場合、「0」の印のついたホールから「+4」の印のついた
ホールに脛骨カットガイドを移動して使用します（図31）。

図28

図30

図31

図29a 図29b
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手技のヒント 2.E

脛骨カットガイドの外側を短くしているため、膝蓋腱が脛骨
カットガイドの外側に位置する場合があります。その際は、膝
蓋腱を損傷しないように注意して下さい。

手技のヒント 2.F

脛骨カットガイドを設置したまま、脛骨外側の完全な骨切が困
難な場合は、脛骨カットガイドを取り外し、膝を伸展させます。
軟部組織を外側に牽引保護した上で、脛骨外側の骨切を実施し
ます。必要であればノミを使用します。

脛骨の近位部切除
SECTION

2

インスツルメント

1.27mmのオシレーターブレードを使って、脛骨カットガイドのス
ロットから脛骨近位部を切除します（図32）。

脛骨カットガイドを取り外す前に、他の脛骨カットガイドの上面を
利用して脛骨切除面の平坦度を確認することができます。必要に応
じて、完全に平面になるように脛骨切除を修正します（図33）。

斜めホールのピンを除去後に、脛骨カットガイドを取り外します。

3.2mm x 75mm
ドリルピン

00-5901-020-00

ピン/スクリュー
インサーター

00-5901-021-00

マルチピンプラー

00-5901-022-00

Persona
脛骨カットガイド
ライト7°

42-5399-052-07

図32

図33
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脛骨の近位部切除 2
SECTION

脛骨の骨切面の精度を確認するため、ロッドアダプターを設置した
脛骨カットガイドの上面を骨切面にのせます。カプラー付きアライ
メントロッドをロッドアダプターに挿入し、骨切面の精度を確認し
ます（図34）。

全てのピンを除去します。

3.2mm x 75mm
ドリルピン

00-5901-020-00

マルチピンプラー

00-5901-022-00

Persona
脛骨カットガイド
ユニバーサル7°

42-5399-050-07

Persona
脛骨カットガイド
ライト7°

42-5399-052-07

Persona
脛骨カットガイド
ユニバーサル3

42-5399-050-03

カプラー付き
アライメントロッド

00-5785-080-00

Persona
ロッドアダプター

42-5399-006-00

図34
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大腿骨のサイジングと外旋の設定
SECTION

3

大腿骨のサイジングと外旋の設定

アンテリア・リファレンスサイザーの脚部を回転させ、左の場合は
「L」、右の場合は「R」が見えるように、大腿骨の遠位骨切面に設置
します（図35）。外旋は、後顆軸に対して3°または5°に設定するこ
とができます。

アンテリア・リファレンスサイザーは大腿骨遠位部の切除面に、脚
部の後方プレートは後方顆部に接触するようにサイザーを設置しま
す。アンテリア・リファレンスサイザーを内外側中央に設置しま
す。予定した大腿骨の外旋が得られるように、大腿骨のAP軸およ
び上顆軸に対して、アンテリア・リファレンスサイザーの設置位置
を視覚的に確認することができます。

3°の外旋ホールを使用して外旋を設定する場合には、アンテリア・
リファレンスサイザーの垂直のマーキングラインがWhitesideライ
ンと並ぶように設置します（図36）。それにより、アンテリア・リ
ファレンス4-in-1カットガイド設置のためのドリルホールのM/L位
置を適切にします。5°の外旋ホールを使用する場合には、ホール
のM/L位置がオフセットになっているため、アンテリア・リファ
レンスサイザーの垂直のマーキングラインがWhitesideラインから
約4mm外側に位置するように設置します。それにより、アンテリ
ア・リファレンス4-in-1カットガイド設置のためのドリルホールの
M/L位置を適切にします。必要に応じて、アンテリア・リファレン
スサイザーの後方にあるホールの一方または両方に25mm x 2.5mm
スクリュー（図37）を挿入し、大腿骨に固定します。

注意：大腿骨後方顆部のスクリューの貫通を避けるため、48mmの
スクリューは使用しないでください。

手技のヒント 3.A

アンテリア・リファレンスサイザーの正しい設置を妨げる骨棘は、
すべて取り除きます。

手技のヒント 3.B

アンテリア・リファレンスサイザーを打ち込まないでください。

インスツルメント

左右（L、R）確認

図37

図36

図35

Persona
2.5mmドライバー

 
42-5099-025-00

Persona
アンテリア

リファレンスサイザー
 

42-5099-088-10

25mm x 2.5mm
スクリュー

 
42-5099-025-25
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大腿骨のサイジングと外旋の設定 3
SECTION

膝関節をわずかに伸展させ、軟部組織を外側に牽引し、大腿骨前方
を露出します。大腿骨前方部分の軟部組織を取り除きます。膝を屈
曲70～ 80°にします。それにより膝蓋腱の緊張が緩和し、アンテ
リア・リファレンスサイザーブームが装着しやすくなります。サ
イジングブームの先端は近位 /遠位方向に動かすことができます。
ブームの上端には大腿骨コンポーネントのサイズ１，７，１２の前方
フランジの長さが表示されています（図38a）。サイジングブームの
設置を決定後、サイジングブームの手元にあるノブを時計周りに回
転させ、サイジングブームを固定します（図38b）。

アンテリア・リファレンスサイザーブームを適切に置いたら、アン
テリア・リファレンスサイザーにある彫り込み線から大腿骨のサイ
ズを読み取り、最も近いサイズを選択します（図39）。アンテリア・
リファレンスサイザーの左側には6つの偶数、右側には6つの奇数
および、中間のサイズを示す線が表示されています。

アンテリア・リファレンスサイザーの3°または5°のホールは、ア
ンテリア・リファレンス4-in-1カットガイドのスパイク用のホール
をドリルするために使用します（図40）。3.2mmドリルを最初のド
リルホールに設置し、2つ目のホールをドリルします。3.2mmドリ
ルを取り除いてから、アンテリア・リファレンスサイザーを取り外
します。

手技のヒント 3.D

アンテリア・リファレンスサイザーは、アンテリア・リファレンス
4-in-1カットガイドのみ使用できます。

手技のヒント 3.C

ブームの長さを計測したサイズに合わせると、ブームの先端は大腿
骨前方の骨切出口付近を示します。ブーム先端を外側の高い部分に
位置させブームをロックします。これにより前方ノッチング作成の
リスクを低減します。

Size 1
Size 7

Size 12

図38a

図40

図39

図38b

3.2mmドリル

00-5120-085-00

Persona
2.5mmドライバー

42-5099-025-00

25mm x 2.5mm
スクリュー

 
42-5099-025-25

Persona
アンテリア

リファレンスサイザー

42-5099-088-10
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大腿骨のA/P切除とシャンファー切除
SECTION

4

大腿骨のA/P切除とシャンファー切除

アンテリア・リファレンス4-in-1カットガイドの2本のスパイクを
サイザーでドリルしたホールに挿入、しカットガイドを設置しま
す（図41）。アンテリア・リファレンス4-in-1カットガイドが大腿
骨遠位骨切面に接触するまでカットガイドを打ち込みます。アン
テリア・リファレンス4-in-1カットガイドの前方スロットにリセ
クションガイドを挿入し、前方骨切の確認をします（図42）。前方
骨切が不十分と判断される場合、アンテリア・リファレンス4-in-1
カットガイドにある2つの「↓2mm」のドリルホールから3.2mmド
リルでドリルします（図43a）。スラップハンマーを使用して、アン
テリア・リファレンス4-in-1カットガイドを取り外します（図44a、
44b）。新たにドリルした後方のドリルホールに1サイズ小さいア
ンテリア・リファレンス4-in-1カットガイドを設置します（図43a、
43b）。この操作により、後方骨切量を変えずに前方骨切量を2mm
増やすことができます。リセクションガイドで前方と後方切除の
レベルを確認します。小さいサイズのアンテリア・リファレンス
4-in-1カットガイドの使用により後方骨切量が過剰になる場合に
は、大きいサイズのアンテリア・リファレンス4-in-1カットガイド
を使用し、後方切除量を少なくすることができます。

手技のヒント 4.A

2mmシフトホールを用いる場合には、サイザーで最初にドリル
したホールと混同しないように注意してアンテリア・リファレン
ス4-in-1カットガイドを設置します。

手技のヒント 4.B

前方ノッチングのリスクがある場合には、アンテリア・リファレ
ンス4-in-1カットガイドを取り外し、180°回転させて大腿骨遠位
部に付け替えます。アンテリア・リファレンス4-in-1カットガイ
ドの前面にある2mmのシフトホールからホールをドリルします。
再度、アンテリア・リファレンス4-in-1カットガイドを180°回転
させ、新たにドリルしたホールに設置します。これにより、アン
テリア・リファレンス4-in-1カットガイドが2mm前方にシフト
します。前方切除量と後方切除量を確認します。

インスツルメント

Persona
スラップハンマー

42-5099-037-00

Persona
アンテリア

リファレンス4in1

カットガイドSize7

 
42-5099-085-62

3.2mmドリル

00-5120-085-00

2. 回転

3. 取り外す

1. 挿入

図41

図42

図43a

図44a

図43b

図44b

リセクションガイド

00-5977-084-00



3.2mm x 75mmドリルピンを4-in-1カットガイドの内外側のオブ
リークホールに挿入します（図45）。

1.27mm（0.05インチ）厚のオシレーターブレードで前方、後方、後
方シャンファー、前方シャンファーの骨切りを行います（図46）。

マルチピンプラーまたはスクリューピンドライバーでドリルピン
を取り除き、スラップハンマーを4-in-1カットガイド中央のホー
ルに挿入し、時計方向に1/4回転させ固定し、抜去します（図47a、
47b）。

23

大腿骨のA/P切除とシャンファー切除 4
SECTION

手技のヒント 4.C

大腿骨の骨切を前方、後方、後方シャンファー、前方シャン
ファーの順に行うことによりアンテリアリファレンス4-in1カッ
トガイドの固定力を最大にします。

図45

図46

Persona
アンテリア

リファレンス4in1

カットガイドSize7

42-5099-085-62

2. 回転

3. 取り外す

1. 挿入

Persona
スラップハンマー

42-5099-037-00

1

2

3

4

マルチピンプラー

00-5901-022-00

3.2mm x 75mm
ドリルピン

 
00-5901-020-00

スクリューピン
ドライバー

00-5901-021-00

図47a 図47b
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脛骨のサイジングと回旋の設定
SECTION

5

脛骨のサイジングと回旋の設定

脛骨の骨棘を除去した後、脛骨の骨切面にオーバーハングせず良好
な被覆が得られる左もしくは右用の脛骨サイジングプレートを選択
します。脛骨の骨切面に対してオーバーハングする脛骨サイズを選
択すると、軟部組織のインピンジ、疼痛、脛骨のステムと骨のイン
ピンジ等の問題が生じる可能性があります。

脛骨サイジングプレートハンドルをセメント固定用脛骨サイジング
プレートに取り付けます（図48a）。脛骨回旋アライメントは、脛骨
粗面の内側1/3およびPCL付着部によって決定された軸の5°以内を
お勧めします。セメント固定用脛骨サイジングプレート上の中心線
を使用し、脛骨回旋アライメントを調整します。脛骨の外側辺縁を
確認するため、セメント固定用脛骨サイジングプレートの外側辺縁
に切り込みがあります。

セメント固定用脛骨サイジングプレート後方の内側と外側のホール
に25mm x 2.5mmスクリューまたは25mm x 3.2mmショートヘッド
固定ピンを入れることによってセメント固定用脛骨サイジングプ
レートを固定します（図48b）。必要に応じて、セメント固定用脛骨
サイジングプレート上の後方以外のホールも使用することができま
す。セメント固定用脛骨サイジングプレートをトライアルとして使
用する場合には、脛骨関節面サーフェイストライアル（TASP, Tibial 
Articular Surface Provisionals）を使用する前に、後方以外のホールに
挿入した25mm×3.2mmショートヘッド固定ピンを取り除いてく
ださい（図49）。25mm×2.5mmスクリューを使用した場合は取り
除く必要はありません。カプラー付きアライメントロッドでアライ
メントを確認後、セメント固定用脛骨サイジングプレートから脛骨
サイジングプレートハンドルを取り外します。

手技のヒント 5.A

脛骨サイジングプレートハンドルを打ち込まないでください。脛骨
サイジングプレートハンドルのホールまたはスロットでカプラー付
きアライメントロッドを使用して、適切な脛骨プレートの内反／外
反アライメントを確認します。

手技のヒント 5.B

セメント固定用脛骨サイジングプレートの前方内側のホールから
スクリューを使用する場合には、サイジングプレートが後方に持
ち上がっていないことを確認します。

インスツルメント

関節面サーフェイストライアル（TASP）を使用時は、下記ピン
ホールから25mm×3.2mmショートヘッド固定ピンを抜きます。
25mm×2.5mmスクリューを使用した場合は取り除く必要はあり
ません。

1. ボタンを押す

3. ボタンを離す
2. 挿入する

Persona
セメント固定用
脛骨サイジング
プレートSize F
ライト

42-5399-075-02

Persona
脛骨サイジング
プレートハンドル

 
42-5399-017-00

25mm×3.2mmショート
ヘッドピン

00-5977-056-03

マルチピンプラー

00-5901-022-00

カプラー付き
アライメントロッド

00-5785-080-00

Persona
2.5mmドライバー

42-5099-025-00

25mm x 2.5mm
スクリュー

42-5099-025-25

図48a

図48b

図49



Persona
セメント固定用脛骨
ドリル15.7mm

 
42-5399-018-10

Persona
セメント固定用脛骨
ドリルガイド

 
42-5399-020-00 25

脛骨のドリルとブローチング 6
SECTION

脛骨のドリルとブローチング

脛骨インプラントのキール位置は、サイズによって異なります。
従って、ドリルやブローチングする前の段階で適切なサイズを選択
することが極めて重要です。必要に応じて、大腿骨の仕上げを実施
した上で、脛骨のドリル・ブローチングする前に、セメント固定用
脛骨サイジングプレートによって可動域や軟部組織のバランスを確
認するため、トライアルを実施することも可能です。

セメント固定用脛骨ドリルガイドのタブをセメント固定用脛骨サイ
ジングプレートのくぼみにはめ込みます。次に、セメント固定用脛
骨ドリルガイドの遠位前方部分がセメント固定用脛骨サイジングプ
レートの前面と重なっていることを確かめます（図50a）。

セメント固定用脛骨ドリルに付いているサイズの彫り込み線の中心
が、セメント固定用脛骨ドリルガイドの上端に並ぶまでドリルしま
す（図50b）。ドリルし終わってから、セメント固定用脛骨ドリルと
セメント固定用脛骨ドリルガイドを取り外します。

手技のヒント 6.A

セメント固定用脛骨ドリルをセメント固定用脛骨ドリルガイドに
挿入してから、ドリルを始めます。ドリル中は徒手でセメント固
定用脛骨ドリルガイドを保持します。

図50a

図50b
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脛骨のドリルとブローチング
SECTION

6

オプション手技

必要に応じてセメント固定用脛骨ドリルストッパーを使用すること
ができます。セメント固定用脛骨ドリルストッパーのボタンを押
し、セメント固定用脛骨ドリルストッパーをセメント固定用脛骨ド
リルの目的のサイズ位置にスライドさせます（図51）。

セメント固定用脛骨ドリルストッパーウインドウに正しいサイズが
表示されていることを確認し（図52）、セメント固定用脛骨ドリル
ストッパーをセメント固定用脛骨ドリルに固定します。

適切な位置にセメント固定用脛骨ドリルストッパーを取り付けてか
ら、セメント固定用脛骨ドリルストッパーがセメント固定脛骨ドリ
ルガイドに接触するまでドリルします（図53）。ドリルし終えたら、
セメント固定用脛骨サイジングプレートからセメント固定用脛骨ド
リルとセメント固定用脛骨ドリルガイドを取り外します。

ボタンを押す

スライドさせる

ドリルストッパーウインドウ

図51

図52

図53

手技のヒント 6.C

セメント固定用脛骨ドリルをセメント固定用脛骨ドリルガイド
に挿入してから、ドリルを回転させます。

手技のヒント 6.B

セメント固定用脛骨ドリルストッパーがセメント固定用脛骨ド
リルに正しく固定され、動かないことを確認します。

Persona
セメント固定用
脛骨サイジング
プレート

Size Fライト
42-5399-075-02

Persona
セメント固定用脛骨
ドリルガイド

42-5399-020-00

Persona
脛骨サイジング
プレートハンドル

 
42-5399-017-00

Persona
セメント固定用脛骨
ドリル15.7mm

42-5399-018-10

Persona
セメント固定用脛骨
ドリルストッパー

42-5399-019-00

インスツルメント



挿入
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脛骨のドリルとブローチング 6
SECTION

正しいサイズのセメント固定用脛骨ブローチをセメント固定用脛骨
ブローチインサーター／エクストラクターハンドルに挿入します
（図54）。完全に固定されるまでインパクションヘッドをスライド
させます。インパクターをセメント固定用脛骨サイジングプレート
に取り付けてから、インパクションヘッドを1度軽く叩いてセメン
ト固定用脛骨ブローチを固定させます。脛骨を骨折させないよう
注意しながらセメント固定用脛骨ブローチインサーター／エクス
トラクターハンドルを打ち込みます（図55）。インパクションヘッ
ドの下部がセメント固定用脛骨ブローチインサーター／エクスト
ラクターハンドルの停止位置の上に接するまで打ち込みます（図55

挿入図）。セメント固定用脛骨ブローチインサーター／エクストラ
クターハンドルを保持しながらエキストラクションボタンを打ち
込み、セメント固定用脛骨ブローチを骨から取り外します（図56）。
セメント固定用脛骨ブローチインサーター／エクストラクターハン
ドルを取り外すときにセメント固定用脛骨サイジングプレートを取
り外さないようにしてください。

図56

図55

図54

手技のヒント 6.D

セメント固定用脛骨ブローチインサーター／エクストラクター
ハンドル先端の磁性部に金属片が付着していないことを確認し
てください。

手技のヒント 6.E

セメント固定用脛骨ブローチインサーター／エクストラクター
ハンドル遠位端全面が、セメント固定用脛骨サイジングプレー
ト全面と正しく設置されていて、打ち込み中に傾いていないこ
とを確認してください。

手技のヒント 6.F

セメント固定用脛骨ブローチインサーター／エクストラクター
ハンドルを取り外す際にインパクションヘッド内側側、外側側
の下面をマレットで叩かないでください。同様に、セメント固
定用脛骨ブローチインサーター／エクストラクターの側面を水
平方向や斜めから叩かないでください。

セメント固定用
脛骨ブローチ

Size EF
 

42-5399-022-05

セメント固定用
脛骨ブローチ
インサーター/
エクストラクター
ハンドル

42-5399-023-00

Persona
セメント固定用脛骨
サイジング
プレートSize F
ライト

42-5399-075-02
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膝蓋骨の準備
SECTION

7

膝蓋骨の準備

膝関節を完全伸展し、膝蓋骨を90°以上外転させます。骨切りを行
う前にノギスを使用して膝蓋骨の最大厚さを測定します（図57）。

膝蓋骨の寸法はサイズ表を参照してください（図58）。3.2mmドリ
ルを使用して、内側の最も隆起している部分に深さ約12mmまで関
節面と垂直方向にドリルします（図59）。このドリルホールは膝蓋
骨の内側設置の目安となります。

適切な切除量に設定してスタイラス付きのパテラオステオトミーガ
イドを使用します。スタイラスを適切な切除レベルに設定するた
め、スタイラスのボタンを押しながら回します（図60）。膝蓋骨の
損傷が激しい場合は、骨の切除量を少なくします。

手技のヒント 7.A

これらの器具は、オールポリエチレン製の膝蓋骨コンポーネント
用です。

手技のヒント 7.B

切除を行う前に膝蓋骨骨切ガイドのスタイラスが膝蓋骨の最も
隆起した点を基準にしていることを確認します。

1. ボタンを押す

2. ボタンを回す

図57

図58

図59

図60

インスツルメント

ノギス
 

00-5903-030-00

3.2mmドリル
 

00-5120-085-00

膝蓋骨のサイズと厚さ
Personaスタンダードインプラント
26mm x 7.5mm*
29mm x 8.0mm**
32mm x 8.5mm**
35mm x 9.0mm
38mm x 9.5mm
41mm x 10.0mm

* 26mmの膝蓋骨はインセット
用です。

**サイズ10～12のPersona™ PS
大腿骨コンポーネントを使用
する場合は、29mmと32mmの
膝蓋骨コンポーネントはイン
セットで使用します。
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膝蓋骨の準備 7
SECTION

パテラオステオトミーガイドのハンドルを脛骨側に向け、その爪を
膝蓋骨の軟骨下骨接合部に掛けて設置します。パテラオステオト
ミーガイドは膝蓋骨前面と平行になるように、パテラオステオト
ミーガイドのスタイラスは膝蓋骨の最も隆起した位置に置きます。
1.27mm厚のソーブレードを用いて膝蓋骨を切除します（図61）。

内側設置の基準として作成したドリルホールが中心となるようパテ
ラサイジングテンプレートを使用して、オーバーハングしない最大
の膝蓋骨コンポーネントサイズを選択します（図63）。

手技のヒント 7.D

パテラサイジングプレートの中央のホールからドリルをしない
でください。

手技のヒント 7.E

一般的に膝蓋骨全体に対して約3～ 4mm内側に偏心させて設置
すると良好な膝蓋骨トラッキングが得られます。

手技のヒント 7.C

膝蓋骨骨切ガイドを膝蓋骨から外す際は、パテラオステオト
ミーガイドのハンドルを軽く握って、リリースレバーを押し下
げて膝蓋骨骨切ガイドを外します（図62）。

パテラ
オステオ
トミーガイド

 
00-5903-010-00

パテラ
サイジング
テンプレート

 
00-5903-041-00

2. 押す

1. 握る

図61

図62

図63
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膝蓋骨の準備
SECTION

7

選択したサイズのパテラペグドリルガイドを、パテラクランプに挿
入します（図64）。パテラペグドリルガイドを取り付けたパテラク
ランプを2つのペグホールが膝蓋骨の内側に位置するように、膝蓋
骨の切断面に設置します（図65）。

6.4mmパテラ／フェモラルドリルを使用して、パテラペグドリル
ガイドの3つのペグホールからドリルします（図66）。

手技のヒント 7.F

膝蓋骨が硬い、または硬化している場合、パテラペグドリルガ
イド前面を打ち込み、確実に設置します。

手技のヒント 7.G

パテラクランプを膝蓋骨から外しやすくするために、パテラク
ランプのハンドルを軽く握って、リリースレバーを押し下げて
パテラクランプを外します（図67）。

2. 押す

1. 握る

図64

図65

図66

図67

インスツルメント

パテラペグドリル
ガイド

Size29,32,35,38,41

 
00-5903-023-29/41

パテラクランプ
 

00-5903-020-00

6.4mmパテラ/
フェモラルドリル

 
00-5120-052-01



CR大腿骨の仕上げとトライアル 8
SECTION

CR大腿骨の仕上げとトライアル

大腿骨CRインパクターパッドを大腿骨インサーター／エクストラ
クターに取り付けます。大腿骨インサーター／エクストラクター
のリリースレバーがロックしていない状態で、大腿骨CRインパク
ターパッドの「CR」矢印と大腿骨 インサーター／エクストラクター
の矢印とを合わせるように大腿骨 CRインパクターパッドを挿入
します（図68a）。大腿骨 CRインパクターパッドを大腿骨インサー
ター／エクストラクターに設置する場合には大腿骨CRインパク
ターパッドを回転させなければならないことがあります。

大腿骨のサイズ3-11では、スタンダードとナローの2つのMLサイ
ズが選択できます。CR大腿骨トライアル外周には、カットアウト
があり、カットアウトの底部はナロー大腿骨コンポーネントサイズ
を表します（図68b）。大腿骨サイズ1と2はナローのみ、サイズ12

はスタンダードのみであり、それぞれのトライアルにカットアウト
はありません。

屈曲を妨げる大腿骨の後方の骨棘またはオーバーハングしている骨
を取り除きます。大腿骨インサーター／エクストラクターアームの
タブをCR大腿骨トライアルの顆間前方のくぼみに設置します。大
腿骨インサーター／エクストラクターのリリースレバーを押しこみ
CR大腿骨トライアルを固定します（図69）。

手技のヒント 8.A

左右、サイズの刻印を確認して、適切な大腿骨トライアルを選
びます。

手技のヒント 8.B

CR大腿骨トライアルの前方フランジや、大腿骨インサーター／エ
クストラクターのリリースレバー部分を打ち込まないでください。

Persona
CR大腿骨
トライアル
Size7ライト

 
42-5027-062-02

Persona
大腿骨CR

インパクターパッド
 

42-5099-094-00

Persona
大腿骨

インサーター/
エクストラクター

 
42-5099-092-00

ナローカットアウト

リリースレバー

矢印

図68a

図68b

図69
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CR大腿骨の仕上げとトライアル
SECTION

8

CR大腿骨トライアルを、大腿骨に挿入します。大腿骨インサー
ター／エクストラクターのハンドルの端を打ち込み、CR大腿骨ト
ライアルを大腿骨に設置します（図70）。大腿骨インサーター／エ
クストラクターをCR大腿骨トライアルから取り外すためには、大
腿骨インサーター／エクストラクターのリリースレバーを押しこみ
ます（図70）。またCR大腿骨トライアルを徒手で大腿骨に設置した
場合には、大腿骨インサーター／エクストラクターのリリースレ
バーを押しこんだ固定位置にし、大腿骨トライアルを打ち込みま
す。大腿骨トライアルを追加固定のために、CR大腿骨トライアル
の前方フランジの外側ホールから25mm x 3.2mmスクリューを挿入
することができます（図71）。

大腿骨のペグホールを準備する前に可動域のトライアルを行い、
CR大腿骨トライアルが適切な位置にあることを確認します。適切
な内外側の設置が得られたら、大腿骨インプラント用のペグホール
をCR大腿骨トライアルから6.4mmパテラ／フェモラルペグドリル
でドリルします（図72）。前方フランジにスクリューを使って補助
固定した場合には、スクリューを取り外します。CR大腿骨トライ
アルサイズ3-12の場合は、スラップハンマーを用いて取り外すこ
とができます（図73）。CR大腿骨トライアルサイズ1または2の場
合、スラップハンマーを内外側のくぼみに引っかけて使用できま
す。または大腿骨インサーター／エクストラクターを用いて、CR
大腿骨トライアルを再装着し、取り外したりすることも可能です。
必要に応じて、大腿骨インサーター／エクストラクターにスラップ
ハンマーの丸い方の端を使用します。

手技のヒント 8.C

大腿骨トライアルにスラップハンマーを設置する前に、ペグ
ホールに骨片がないことを確認します。

手技のヒント 8.D

TASPでトライアルを実施する場合は、トライアルが終了するま
で大腿骨トライアルは設置しておきます。

手技のヒント 8.E

CR大腿骨トライアルが破損するおそれがあるため、取り外しの
際にはCR大腿骨トライアルの前方フランジを打ち込まないで
ください。

インスツルメント

1. 挿入

2. 回転

3. 取り外す

リリース
レバー

Persona
スラップハンマー

42-5099-037-00

Persona
CR大腿骨
トライアル
Size7ライト

42-5027-062-02

Persona
大腿骨CR

インパクターパッド

42-5099-094-00

Persona
大腿骨

インサーター/
エクストラクター

 
42-5099-092-00

Persona
2.5mmドライバー

42-5099-025-00

フェモラル
ペグドリルSize1,2

00-5965-009-00

25mm x 2.5mm
スクリュー

42-5099-025-25

図70 図71

図72

図73

6.4mmパテラ/
フェモラルドリル

 
00-5120-052-01
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PS大腿骨の仕上げとトライアル 9
SECTION

PS大腿骨の仕上げとトライアル

大腿骨PSインパクターパッドを大腿骨インサーター／エクストラ
クターに取り付けます。大腿骨インサーター／エクストラクター
のリリースレバーがロックしていない状態で、大腿骨PSインパク
ターパッドの「PS」矢印と大腿骨 インサーター／エクストラクター
の矢印とを合わせるように大腿骨 PSインパクターパッドを挿入
します（図74a）。大腿骨PSインパクターパッドを大腿骨インサー
ター／エクストラクターに設置する場合には大腿骨 PSインパク
ターパッドを回転させなければならないことがあります。

大腿骨のサイズ3-11では、スタンダードとナローの2つのMLサイ
ズが選択できます。大腿骨トライアル外周には、カットアウトがあ
り、カットアウトの底部はナロー大腿骨コンポーネントサイズを表
します（図74b）。大腿骨サイズ1と2はナローのみ、サイズ12はス
タンダードのみであり、それぞれのトライアルにカットアウトはあ
りません。

手技のヒント 9.A

左右、サイズの刻印を確認して、適切なトライアルを選びます。

ナローカットアウト

矢印

リリースレバー

図74a

図74b

Persona
PS大腿骨
トライアル
Size7ライト

42-5047-062-02

Persona
大腿骨PS

インパクターパッド

42-5099-093-00

Persona
大腿骨

インサーター/
エクストラクター

 
42-5099-092-00
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PS大腿骨の仕上げとトライアル
SECTION

9

手技のヒント 9.B

PS大腿骨トライアルの前方フランジや大腿骨インサーター／エ
クストラクターのリリースレバー部を打ち込まないでください。

膝関節の屈曲を妨げる、大腿骨の後方の骨棘またはオーバーハング
している骨を取り除きます。大腿骨インサーター／エクストラク
ターアームのタブをPS大腿骨トライアルの顆間側方のくぼみに設
置します。大腿骨インサーター／エクストラクターのリリースレ
バーを押しこみPS大腿骨トライアルを固定します（図75）。

PS大腿骨トライアルを大腿骨に挿入します。大腿骨インサーター
／エクストラクターのリリースレバーの端を打ち込み、PS大腿骨
トライアルを大腿骨に設置します（図76）。大腿骨インサーター／
エクストラクターをPS大腿骨トライアルから取り外すためには、
大腿骨インサーター／エクストラクターの近位部のリリースレバー
を押しこみます（図76）。

またPS大腿骨トライアルを徒手で大腿骨に設置した場合には、大
腿骨インサーター／エクストラクターのリリースレバーを押しこん
だ固定位置にし、大腿骨トライアルを打ち込みます。大腿骨トライ
アルを追加固定のために、PS大腿骨トライアルの前方フランジの
外側ホールから25mm x 3.2mmスクリューを挿入することができま
す（図77a）。

インスツルメント

Persona
大腿骨

インサーター/
エクストラクター

 
42-5099-092-00

Persona
大腿骨PS

インパクターパッド

42-5099-093-00

リリースレバー

Persona
2.5mmドライバー

42-5099-025-00

25mm x 2.5mm
スクリュー

42-5099-025-25

図75

図76

図77a

Persona
PS大腿骨
トライアル
Size7ライト

42-5047-062-02
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PS大腿骨の仕上げとトライアル 9
SECTION

手技のヒント 9.C

PS Boxカットガイドをトライアルに打ち込まないでください。

選択した大腿骨サイズ用のPS BoxカットガイドをPS大腿骨トラ
イアルの前方のホールに徒手で挿入し保持します（図77b）。PS Box
カットガイドの追加固定として、PS Boxカットガイドのホールか
ら25mm x 3.2mmスクリューを挿入します。PS Boxカットガイド
にはそれぞれ、サイズ3～ 5、6～ 9、10～ 12用があります。

PS Boxカットガイドの前面を使用し、1.27mm （0.050インチ） 厚の
細刃オシレーターブレードまたはレシプロケーティングソーブレー
ドで前後方向へのPS Boxカットを実施します。内側顆および外側
顆を切除し過ぎないようにします（図78a）。

前後方向へのPS Boxカットを終えたら、PS大腿骨トライアルBox
部の内外側壁を使用し、PS Boxの内外側カットを実施します（図
78b）。

図77b

図78a

図78b

Persona
2.5mmドライバー

 
42-5099-025-00

25mm x 2.5mm
スクリュー

 
42-5099-025-25

Persona
PS Box

カットガイド
Size6-9

 
42-5099-060-03

Persona
PS大腿骨
トライアル
Size7ライト

42-5047-062-02
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PS大腿骨の仕上げとトライアル
SECTION

9

手技のヒント 9.D

PS Boxトライアルのサイズが適切であるにも関わらず、PS大腿
骨トライアルにはまりにくい場合は、切除面をきれいにして骨が
十分に取り除かれていることを確認します。PS Boxを打ち込ま
ないでください。

スクリューを使用して補助固定した場合、スクリューを取り外しま
す。PS Boxカットガイドを取り外します。選択した大腿骨サイズ
のPS BoxトライアルをPS大腿骨トライアルに徒手で設置します。
PS Boxトライアルにはそれぞれ、左右用があり、サイズ3、4-5、
6-7、8-9があります（図79）。CPS関節面サーフェイスを選択する
場合は、CPS用のスロットを使用して骨切しなければなりません。

インスツルメント

図79

Persona
PS Box
トライアル

Size6-7ライト
 

42-5047-007-12

Persona
2.5mmドライバー

 
42-5099-025-00

25mm x 2.5mm
スクリュー

 
42-5099-025-25

Persona
PS Boxカット
ガイドSize6-9

 
42-5099-060-03
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PS大腿骨の仕上げとトライアル 9
SECTION

手技のヒント 9.E

大腿骨トライアルにスラップハンマーを設置する前に、ペグホール
に骨片がないことを確認します。

手技のヒント 9.F

TASPでトライアルを実施する場合は、トライアルが終了するまで
大腿骨トライアルは設置しておきます。

手技のヒント 9.G

PS大腿骨トライアルが破損するおそれがあるため、取り外しの
際にはPS大腿骨トライアルの前方フランジを打ち込まないでく
ださい。

図80

2. 挿入

1. 取り外す

3. 回転

4. 取り外す

6.4mmパテラ/
フェモラルドリル

 
00-5120-052-01

Persona
スラップハンマー

 
42-5099-037-00

Persona
2.5mmドライバー

 
42-5099-025-00

25mm x 2.5mm
スクリュー

 
42-5099-025-25

図81

大腿骨サイズが3-12の場合は、PS大腿骨トライアルから6.4mmパ
テラ／フェモラルドリルで大腿骨インプラント用のペグホールをド
リルします（図80）。大腿骨サイズが1または2の場合、大腿骨コン
ポーネントはペグがないため、ペグドリルは必要ありません。PS
大腿骨トライアルの前方フランジからスクリューを取り外します。
PS Boxトライアルを取り外します。大腿骨サイズ3-12の場合は、
スラップハンマーを使用して取り外すことができます（図81）。大
腿骨サイズ1または2の場合、大腿骨トライアルの内外側にあるく
ぼみにスラップハンマーの先端を挿入し、取り外すことができま
す。あるいは大腿骨インサーター／エクストラクターをPS大腿骨
トライアルに再装着し、取り外すことも可能です。必要に応じて、
大腿骨インサーター／エクストラクターにスラップハンマーの丸い
方の端を使用します。

Persona
PS大腿骨
トライアル
Size7ライト

42-5047-062-02

Persona
PS Box
トライアル

Size6-7ライト
 

42-5047-007-12
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仮整復の実施
SECTION

10

手技のヒント 10.A

トライアルと骨の間に軟部組織が挟み込まれないようにします。
トライアルは骨切面に接するまで打ち込みます。

仮整復の実施

大腿骨後方の骨棘またはオーバーハングしている骨をすべて取り除
き、膝関節の最大屈曲を確認します。この段階で仮整復を行い、コ
ンポーネントの位置、膝蓋骨トラッキング、可動域（ROM）、関節
の安定性を確認します（図82a、82b）。

膝関節を伸展させた状態で大腿骨トライアルが大腿骨内側の骨切面
に接していることを確認します。次に外側の軟部組織を牽引し、大
腿骨トライアル外側部が骨切面に接していることを確認します。選
択したサイズの膝蓋骨トライアルを設置します。

インスツルメント

Persona
ステムティビア
トライアル

Size Fライト
 

42-5321-075-02

脛骨
インパクターヘッド

 
00-5901-033-00

クイック
コネクトハンドル

 
00-5901-034-00

Persona
PS大腿骨
トライアル
Size7ライト

 
42-5027-062-02

Persona
セメント固定用脛骨
サイジングプレート

Size Fライト
 

42-5399-075-02

Persona
大腿骨PS

インパクターパッド
 

42-5099-093-00

Persona
大腿骨CR

インパクターパッド
 

42-5099-094-00

Persona
大腿骨

インサーター/
エクストラクター

 
42-5099-092-00

スタンダード
オールポリパテラ
トライアル

Size35mm x 9mm
 

00-5971-065-35

脛骨トライアル
エクストラクター

 
00-5977-017-00

図82a

図82b

Persona
PS大腿骨
トライアル
Size7ライト

42-5047-062-02

Persona
PS Box
トライアル

Size6-7ライト
 

42-5047-007-12
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脛骨関節面サーフェイストライアル
（TASP）の組立て 11

SECTION

脛骨関節面サーフェイストライアル
（TASP, Tibial Articular Surface Provisionals）の組立て

TASPは、TASPボトム、TASPシム、TASPトップの3つの部品から
なります。セメント固定用脛骨サイジングプレートまたは脛骨ベー
スプレートインプラントに適合するサイズのTASPボトムを選択し
ます。選択した脛骨サイズと大腿骨サイズに合うTASPトップを選
択します（図83a）。適合するTASPトップとボトムには同じ色が用
いられています。TASPトップにあるピンスロットをTASPボトム
のピンに合わせ組立てます（図83b）。

注意：TASPボトムとトップの左右の誤使用を避けるために、
TASPボトムの内外側のピンは互いにオフセットさせていま
す。

手技のヒント 11.A

TASPボトムは+0mm厚と+6mm厚の2種類があります。+0mm
厚TASPボトムは脛骨コンポーネント10-14mm厚、+6mm厚
TASPボトムは脛骨コンポーネント16-20mm厚に対応します。

手技のヒント 11.B

TASPトップの前面に関節面サーフェイスのタイプ、大腿骨サイ
ズ、脛骨サイズ、左右が表示されています。適切なTASPトッ
プが選択されていることを確認します。

手技のヒント 11.C

TASPトップ、ボトム、シム、脛骨サイジングプレートハンドル
で構成されるTASPセットを挿入する際は、ハンマーや徒手で
叩かずに、ゆっくり押して挿入してください。

手技のヒント 11.D

24ページに記したように、セメント固定用脛骨サイジングプ
レートを使用する場合は、TASPとサイジングプレート前方の固
定用スクリューまたはピンが干渉するため、それらを取り除い
てください。

Persona
TASPライト
EF+6ボトム

 
42-5270-005-15

Persona
TASPライト
EF+0ボトム

 
42-5270-005-05

Persona
TASPトップライト

PS6-9/EF
 

42-5274-007-10

Persona
TASPトップライト

UC4-11/EF
 

42-5272-005-10

Persona
TASPトップライト

CR3-11/EF
 

42-5270-005-10

ピンスロット

ピン
図83a

図83b
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脛骨関節面サーフェイストライアル
SECTION

11 （TASP）の組立て

インスツルメント

Persona
TASPライト
EF+6ボトム

 
42-5270-005-15

Persona
TASPトップライト

UC4-11/EF
 

42-5272-005-10

Persona
TASPトップライト

CR3-11/EF
 

42-5270-005-10

Persona
脛骨サイジング
プレートハンドル

 
42-5399-017-00

Persona
TASPシムEF10mm

 
42-5279-005-00

1. ボタンを押す

2. 挿入する3. ボタンを離す

TASPシム（10、11、12、13および14mm）は左右共通です。脛骨サ
イジングプレートハンドルに適切な脛骨サイズに適応するTASPシ
ム（AB、CD、EF、GH）10mmを取り付けます（図84a）。TASPトッ
プとボトムを保持し、脛骨サイジングプレートハンドルの付いた
TASPシムを挿入することにより、TASPトップとボトムが固定され
ます（図84b）。10mmのTASPシムを使用した場合、脛骨関節面サー
フェイスインプラント10mmの厚さと合致します（図85a、85b）。

シムが1mmずつ増えることで、組み立てたTASPが脛骨関節面
サーフェイスインプラント10mm、11mm、12mm、13mmおよ
び14mmに合致します。脛骨関節面サーフェイスインプラント
16mm、18mmまたは20mmが必要になった時のために+6mmの
TASPボトムがあり、10mm、12mmおよび14mmのシムを使用して、
それぞれのTASPを組み立てます。

注：使用できる最も厚いCR脛骨関節面サーフェイスインプラン
トは18mmです。UCとPS脛骨関節面サーフェイスインプラ
ントの場合は最大20mm厚まで使用できます。また、15mm、
17mmおよび19mm厚はCR、UCおよびPSで使用できません。

膝関節が30°以上の屈曲位で最も薄いTASPを関節内に挿入し（図
86a）、最初のROM評価を実施することをお勧めします。

より厚い関節面サーフェイスが必要な場合には、膝関節を5～ 15

°程度屈曲させ関節内で脛骨サイジングプレートハンドルを使用し
TASPシムを交換します（図86b）。

手技のヒント 11.E

TASPを組み立てるには、TASPトップとボトムの間にシムを前
方から挿入します。その際に、TASPのトップとボトムが分解し
ないために、TASPトップとボトムの間に少し力を加えます。

図84a 図84b

図85a

図85b

図86a 図86b
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脛骨関節面サーフェイストライアル
（TASP）の組立て 11

SECTION

Persona 
TASPライト
EF+6ボトム

 
42-5270-005-15

Persona
TASPトップライト

UC4-11/EF

42-5272-005-10

Persona
TASPトップライト

CR3-11/EF

42-5270-005-10

Persona
脛骨サイジング
プレートハンドル

42-5399-017-00

Persona
TASPシムEF10mm

42-5279-005-00

脛骨トライアル
エクストラクター

00-5977-017-00

図87が示すように、AとBの脛骨サイズ、CとDの脛骨サイズ、E
とFの脛骨サイズ、GとHの脛骨サイズはそれぞれ共通のTASPトッ
プ、TASPボトムが使用できます。

手技のヒント 11.F

内外反の力が加わるとTASPセットは取り除くことが難しくな
ります。TASPセットを損傷せずに取り除くために、内外反の力
が加わらないニュートラルポジションにしてください。

脛骨サイジング
プレート 色コードなし 左右あり 各サイズあり

トップ 色コードあり 左右あり

脛骨サイズAと
B、CとD、EとF、
GとHは共通

＋0ボトム 色コードあり 左右あり

＋6ボトム 色コードあり 左右あり

シム 色コードなし 左右なし

TASP Shim/Construct Thickness

Anterior divots in the shim correspond to the overall construct 
thickness as shown in the table above.

図87

Persona
ステムティビア
トライアル

Size Fライト
 

42-5321-075-02



42

SECTION

11 脛骨関節面サーフェイストライアル
（TASP）の組立て

インスツルメント

Persona
脛骨サイジング
プレートハンドル

 
42-5399-017-00

伸展から屈曲において関節の安定性を評価します。PSタイプを使
用する場合は、深屈曲位においてカムとスパインが接触しているこ
とを確認します。膝蓋骨コンポーネントも設置し、そのトラッキン
グを確認します。トライアル評価終了後に全てのトライアルを取り
外します。

術前にCRタイプの使用を予定していた症例において、術中にPCL
が機能していないことが確認された場合は、そのPCLを完全に切
離し、UCタイプのTASPで可動域と関節安定性を評価してくださ
い。

ステムティビアトライアルに脛骨トライアルエクストラクターを組
立て、抜去します。

手技のヒント 11.F

大腿骨および／または脛骨インプラントとともにTASPを使用
する場合には、TASPコンポーネントの損傷を防ぐため、余剰な
骨セメントを除去してください。

手技のヒント 11.G

関節面サーフェイスインサーターをTASP挿入に使用しないで
ください。

手技のヒント 11.H

TASPを取り外す場合は、脛骨サイジングプレートハンドルのみ
使用してください。他の器具を使用すると、TASPが損傷するお
それがあります。
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コンポーネントの挿入 12
SECTION

手技のヒント 12.A

インプラントをセメント固定する前に、骨表面および関節腔か
ら不要な骨片等を取り除きます。

コンポーネントの挿入

選択した全てのインプラントが適合していることを確認します。セ
メント固定インプラントを使用し、脛骨または大腿骨の切除面が硬
化している場合には、2.0～ 3.2mmドリルで複数のホールをドリル
し、セメント固定を得られやすいようにします。

脛骨プレート

脛骨を前方に亜脱臼させます。クイックコネクトハンドルを脛骨イ
ンパクターヘッドに装着します（図88）。ハンドルのカラー部分を
押し下げ、ハンドル先端をインパクターヘッドに挿入し、カラーを
離してカチッという音が聞こえるまでハンドルを回します。セメン
ト固定の場合は、インプラントおよび脛骨の固定面にセメント層を
形成します。脛骨プレートを脛骨に設置し、脛骨インパクターを使
用し打ち込みます（図89）。余分なセメントをしっかりと取り除い
てください。可動域の確認や関節面サーフェイスの挿入は、セメン
トが完全に硬化してから行ってください。

1. カラー部分押し下げる

2. 挿入する

3.カラーを離す

4. 回転させる

クイック
コネクト
ハンドル

 
00-5901-034-00

脛骨
インパクターヘッド

 
00-5901-033-00

スタンダード
オールポリパテラ
トライアル

Size35mm x 9mm
 

00-5971-065-35

図88

図89

Persona
ステムティビア
トライアル

Size Fライト
 

42-5321-075-02
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コンポーネントの挿入
SECTION

12

大腿骨コンポーネント

大腿骨インサーター／エクストラクターを大腿骨コンポーネントに
取り付けます（図90a、90b）。クイックコネクトハンドルを大腿骨
インパクターヘッドに取り付けます（図91）。膝関節を70～ 90°に
屈曲させた状態で、軟部組織を牽引します。インプラントおよび大
腿骨の固定面にセメント層を形成します。大腿骨コンポーネントの
ペグを大腿骨のペグホールに合わせ大腿骨コンポーネントを挿入し
ます。挿入するコンポーネントの関節面を傷つけないように注意し
てください。大腿骨コンポーネントを大腿骨に設置したら大腿骨イ
ンサーター／エクストラクターを取り外します。軟部組織がインプ
ラントの下に挟まっていないことを確認します。クイックコネクト
ハンドルに取り付けた大腿骨インパクターヘッドを使用して大腿骨
コンポーネントをしっかり打ちこみます（図92）。大腿骨コンポー
ネントの内側および外側を確認して、大腿骨インプラントが完全に
遠位骨切面に接していることを確認します。余分なセメントをすべ
て取り除きます。

関節面サーフェイス

関節面サーフェイスインサーターは、脛骨ベースプレートに対し関
節面サーフェイスに下方と後方へ力を加え挿入するものです。関節
面サーフェイスのサイズ、左右、種類や厚さを確認します。脛骨
ベースプレート後方のツメに関節面サーフェイスを前方から挿入し
ます。これは脛骨ベースプレートと脛骨関節面サーフェイスの最終
的な嵌合に重要です（図93）。

手技のヒント 12.B

脛骨ベースプレートへの関節面サーフェイスの挿入は１度だけです。
同じ関節面サーフェイスを決して再挿入しないでください。

インスツルメント

1. カラーを下げる

1.
2.

2. 挿入する

3. カラーを離す

4. 回転させる

図90a

図91

図92

図93

図90b

Persona
PS大腿骨

コンポーネント
Size7ライト

 
42-5006-062-02

Persona
CR大腿骨

コンポーネント
Size7ライト

 
42-5026-062-02

フェモラル
インパクターヘッド

 
00-5901-032-00

Persona
大腿骨

PSインパクター
パッド

 
42-5099-093-00

Persona
大腿骨

CRインパクター
パッド

 
42-5099-094-00

Persona
大腿骨

インサーター/
エクストラクター

 
42-5099-092-00

クイック
コネクトハンドル

 
00-5901-034-00

脛骨
インパクターヘッド

 
00-5901-033-00
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コンポーネントの挿入 12
SECTION

脛骨ベースプレートの後方カットアウト近くまで押し込みます。関
節面サーフェイスインサーターのフックを脛骨ベースプレート前方
のくぼみとかみ合わせ、レバーを閉じます。これによりインサー
ターと脛骨プレートを固定します（図94a）。関節面サーフェイスイ
ンサーターのハンドルを握り、関節面サーフェイスをはめ込みます
（図94b）。レバーを開き、関節面サーフェイスインサーターを取り
外します。

関節面サーフェイスを脛骨ベースプレートから取り外す必要がある
場合はサーフェイスリムーバーを使用します。ベースプレート前方
のくぼみとサーフェイスリムーバーのフックをかみ合わせ、ハンド
ルを握って脛骨ベースプレートから関節面サーフェイスを外しま
す。サーフェイスリムーバーは、トライアルの抜去には使用できま
せん。

Persona
ステムセメント
脛骨コンポーネント

 
42-5320-075-02

Persona
CR 脛骨サーフェイス

Size3-11/EFライト
 

42-5210-005-10

Persona
UC 脛骨サーフェイス

Size4-11/EFライト
 

42-5212-005-10

Persona
PS 脛骨

サーフェイス
Size6-9/EFライト

 
42-5214-007-10

Persona
サーフェイス
インサーター

 
42-5299-001-00

サーフェイス
リムーバー

 
00-5977-021-00 

図94a

図94b
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コンポーネントの挿入
SECTION

12

膝蓋骨コンポーネント

オールポリエチレン製パテラ

膝蓋骨コンポーネントにセメントを塗布します。膝蓋骨の骨切面に
ドリルしたペグホールに膝蓋骨コンポーネントのペグを挿入し設置
します。膝蓋骨クランプを使用して膝蓋骨コンポーネントを固定し
ます。膝蓋骨クランプのハンドルを全開にし、膝蓋骨とクランプの
歯、膝蓋骨コンポーネントと膝蓋骨クランプヘッドを合わせます
（図95）。膝蓋骨クランプを使用して圧力をかけ、余分なセメント
を取り除きます。

Persona
オールポリパテラ

Size32mm

42-5400-000-32

膝蓋骨クランプ
 

00-5903-020-00

膝蓋骨クランプヘッド

00-5903-021-00

図95

インスツルメント



47

閉創 13
SECTION

閉創

閉創前に創内を十分に洗浄し、骨片やセメント片を取り除きます。
必要に応じてドレーンチューブを関節内に設置します。次に縫合糸
で閉創し包帯を巻きます。禁忌、警告、使用上の注意や副作用など
の詳細な製品情報に関しては添付文書を参照してください。
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付録：オプション器械：遠位端骨切り
SECTION

14

インスツルメント

• 膝関節展開後に8mmステップドリルで膝関節中心から髄腔を穿
孔します（図96）。
• 髄腔内を吸引し、髄腔内の内容物を除去します。

• 大腿骨 IMロッドをモジュラー Tハンドルに挿入します（図97）。
解剖軸を再現できるだけ十分に IMロッドを髄腔に挿入します。
その後、Tハンドルのレバーを引き、IMロッドの固定を解除し、
モジュラー Tハンドルを取り外します（図98）。

図96

図97

図98

挿入

解除

手技のヒント A.1

Tハンドルにマークがあるように、Tハンドルを打ち込まないでくだ
さい。

8mmIMステップ
ドリル

00-5978-014-00

大腿骨IMロッド
 

00-5901-060-00

モジュラーTハンドル

00-5901-061-00
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付録：オプション器械：遠位端骨切り 14
SECTION

• フェモラルバルガスアライメントガイド上部のスプリング内臓ボ
タンを手前に引き、バルガスアジャストメントダイアルを適切な
外反角まで回転させたのち、ボタンを離して外反角を0～ 9°の範
囲内で固定します。これによって左右の角度を設定することが
できます（図99）。

フェモラルバルガスアライメントガイドを大腿骨遠位端に接触する
まで IMロッドに挿入します。外反角が正しく設定されていること
を確認します（図100）。

スクリュー
ピンドライバー

00-5901-021-00

フェモラル
バルガスアライメント

ガイド
 

00-5901-067-00

3.2mm x 75mm
ドリルピン

00-5901-020-00

手技のヒント A.2

エピコンダイルが確認できる場合、エピコンダイルアクシスをフェ
モラルバルガスガイド設置の指標とすることができます。この操作
により、最終的に大腿骨コンポーネントの回旋位置は決定されませ
んが、遠位端骨切り面が大腿骨コンポーネントをより正しい回旋位
置に導くようになります。必要であればピン固定します（図101）。

図99

図100

図101

例）右外反5°の設定

1.手前に引く

2.回転 3.ロック

ピン固定



50

付録：オプション器械：遠位端骨切り
SECTION

14

インスツルメント

大腿骨遠位端切除

0°キャプチャードカッティングヘッドをディスタルフェモラルリ
セクションガイドに装着します（図102）。リセクションガイドのア
ジャストメントダイアルは「-2」から「+4」までの間で設定することが
でき、目盛の「0」は10mm厚、「+4」の設定は14mm厚の遠位端骨切除
となるようにカッティングガイドが設置されます（図103）。目盛は
2mm単位ですが、1/2回転で1mmの調整も可能です。

カッティングヘッドを装着したディスタルフェモラルリセクション
ガイドをフェモラルバルガスアライメントガイドに差し込み、カッ
ティングヘッドを大腿骨前方皮質に設置します。リセクションガイ
ドで適切な骨切除量を確認し、必要に応じてアジャストメントダイ
アルを回して調整します（図104a）。

カッティングヘッド前面の「0」の標準ホールにピンを2本挿入しま
す（図104b）。

「-2」「+2」「+4」のホールを使用することにより、2mm毎の調整を
行うこともできます。これらの数字はミリメートルの単位であり、
「0」に設定している場合は、標準的な10mm厚の遠位端骨切除とな
ります。

図102

図103

図104a 図104b

調整ダイアル

オブリーク
ホール

0°キャプチャード
カッティング
ヘッド

00-5901-064-00

フェモラル
バルガスアライメント

ガイド
 

00-5901-067-00

ディスタル
フェモラル

リセクションガイド

00-5901-063-00
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付録：オプション器械：遠位端骨切り 14
SECTION

• フェモラルバルガスアライメントガイドをピン固定した場合、マ
ルチピンピラーもしくはスクリューピンドライバーで抜去しま
す。

• リセクションガイドの黒いボタンを強く押して（図105）、アライ
メントガイドとリセクションガイドをカッティングヘッドから取
り外します。また、モジュラー Tハンドルを IMロッドに再度組み
合わせ、IMロッドを抜きます。

• カッティングヘッドのスロットに1.27mm（0.05インチ）厚のオシ
レーティングソーブレードを挿入し、大腿骨遠位端の骨切除を行
います（図106）。

• 骨切り後、ピンを除去してカッティングヘッドを取り除きます。

図105

図106

抜く

強く押す

マルチピンプラー

00-5901-022-00

モジュラー
Tハンドル

00-5901-061-00

3.2mm x 75mm
ドリルピン

 
00-5901-020-00

Persona
スラップハンマー

 
42-5099-037-00

スクリューピン
ドライバー

00-5901-021-00

IMロッド

00-5901-060-00

手技のヒント A.3

追加の固定のために、オブリークホールにドリルピンを挿入します。
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互換表

CR
TASP 

Top and 
Bottom 
Color

大腿骨サイズ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

脛
骨
サ
イ
ズ

A
Orange 1-2 / A B 3-6 / A B

B
C

Yellow 1-2 / C D 3-9 / C D
D
E

Green 3-11 / E F
F
G

Blue 7-12 / G H
H
J Gray 9-12 / J

UC
TASP 

Top and 
Bottom 
Color

大腿骨サイズ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

脛
骨
サ
イ
ズ

A
Orange 1-2 / A B 3-4 / A B

B
C

Yellow 1-2 / C D 3-7 / C D
D
E

Green 4-11 / E F
F
G

Blue 7-12 / G H
H
J Gray 9-12 / J

互換表
Persona CR大腿骨コンポーネント／Persona CR脛骨コンポーネントの互換性

Persona CR大腿骨コンポーネント／Persona UC脛骨コンポーネントの互換性

SECTION

15



53

互換表

Persona PS大腿骨コンポーネント／Persona PS脛骨コンポーネントの互換性

PS
TASP 

Top and 
Bottom 

Color

大腿骨サイズ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

脛
骨
サ
イ
ズ

A
Orange 1-2 / A B 3-5 / A B

B

C
Yellow 1-2 / C D 3-5 / C D 6-9 / C D

D

E
Green 3-5 / E F 6-9 / E F 10-11 / E F

F

G
Blue 6-9 / G H 10-12 / G H

H

J Gray 10-12 / J

15
SECTION
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互換表

Persona CRサイズ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

N
ex

G
en
脛
骨
サ
イ
ズ

1
A-E Micro / 1-2 C-H / 1-2

2

3
A-E Micro / 3-4 C-H / 3-4

4

5
C-H / 5-6

6

7
C-H / 7-10

8

Persona CR
大腿骨コンポーネント

NexGen CR Flex
関節面サーフェイス

上記すべての互換性は、以下のNexGen関節面サーフェイスとのみ適合します：90-5970-XXX-XX、00/90-5952-XXXX-XX
NexGen CR-Flex,フェモラルコンポーネントはサイズGまで

Persona CRサイズ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

N
ex

G
en
脛
骨
サ
イ
ズ

1

2

3 C-H / 3

4 C-H / 4

5 C-H / 5

6 C-H / 6

7 C-H / 7

8 C-H / 8

上記のすべての互換性は、以下のNexGen CRトラベキュラーメタルモノブロックのみ適合します： 00-5886-04X-XX

Persona CR大腿骨コンポーネント／NexGen CR Flex脛骨コンポーネントの互換性

Persona CR
大腿骨コンポーネント

NexGen CR
トラベキュラー
メタルモノブロック

SECTION

15
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Persona PSフェモラルサイズ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

N
ex

G
en
脛
骨
サ
イ
ズ

1
AB / 1-2 CD / 1-2

2

3
AB / 3-4 CD / 3-4 EF / 3-4

4

5
CD / 5-6 EF / 5-6 GH / 5-6

6

7
EF / 7-10 GH / 7-10

8

上記すべての互換性は、以下のNexGen関節面サーフェイスとのみ適合します：
00-5960-XXX-XX、00-5962-XXX-XX、00-5964-XXX-XX
NexGen LPS-Flex サイズH、及びステムティビア　サイズ 9、10は、日本未導入

Persona PS大腿骨コンポーネント／NexGen LPS-Flex脛骨コンポーネントの互換性

Persona PS
大腿骨コンポーネント

NexGen LPS-Flex
関節面サーフェイス

（フィックスドベアリング）

互換表

Persona PSサイズ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

N
ex

G
en
脛
骨
サ
イ
ズ

1

2

3 CD / 3 EF / 3

4 CD / 4 EF / 4

5 CD / 5 EF / 5 GH / 5

6 EF / 6 GH / 6

7 EF / 7 GH / 7

8 GH / 8

上記すべての互換性は、以下のNexGen Trabecular Metal Monoblocksとのみ適合します：
00-5886-05X-XX、00-5886-06X-XX、00-5886-07X-XX

Persona PS
大腿骨コンポーネント

NexGen LPS
トラベキュラーメタル

モノブロック

15
SECTION
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